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(57)【要約】
　ソフトプルーフを非標準照明の下で見たハードコピー
プルーフと比較するときに、照明の効果を補償する方法
が、印刷色のセットに対して、標準照明に対応する装置
に依存しない色データを獲得するステップ（１１０）と
、その非標準照明に対する装置に依存しない色データを
獲得するステップ（１２０）と、を包含する。本方法は
さらに、標準照明に対応する装置に依存しない色データ
及びディスプレイに対応する色データから構築されたデ
ィスプレイプロファイルを使用して印刷色のセットをデ
ィスプレイにレンダリングするときに、ディスプレイ上
で測定されるべき第１の装置に依存しない色データを各
色に対して推定するステップ（１３０）と、ディスプレ
イプロファイルが調整されたら、ディスプレイ上で測定
されるべき第２の装置に依存しない色データを推定する
ステップ（１４０）と、標準照明に対応する印刷色に対
して、第２の装置に依存しない色データと装置に依存し
ない色データとの間の差を計算するステップ（１５０）
と、差を低減するようにディスプレイプロファイルを調
整するステップ（１６０）と、を包含する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソフトプルーフを第１の照明の下で見たハードコピープルーフと比較するときに、照明
の効果を補償する方法であって、
　印刷色のセットに対して、標準照明に対応する装置に依存しない色データを獲得するス
テップと、
　前記印刷色のセットに対して、前記第１の照明に対応する装置に依存しない色データを
獲得するステップと、
　標準照明に対応する前記装置に依存しない色データ及びディスプレイに対応する色デー
タから構築されたディスプレイプロファイルを使用して前記印刷色のセットを前記ディス
プレイにレンダリングするときに、前記ディスプレイ上で測定されるべき第１の装置に依
存しない色データを推定するステップと、
　前記ディスプレイプロファイルが調整されたら、前記ディスプレイ上で測定されるべき
第２の装置に依存しない色データを推定するステップと、
　前記標準照明に対応する前記印刷色に対して、前記第２の装置に依存しない色データと
前記装置に依存しない色データとの間の差を計算するステップと、
　前記差を低減するように前記ディスプレイプロファイルを調整するステップと、
を包含する、方法。
【請求項２】
　前記獲得ステップが、前記印刷色のセットにおける各印刷色に対する反射率スペクトル
を決定するステップと、前記標準照明及び前記第１の照明を使用して前記装置に依存しな
い色データを計算するステップと、を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の照明に対する前記装置に依存しない色データが、直接放射スペクトル測定か
ら計算される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記獲得ステップが、前記標準照明又は前記第１の照明のいずれかに対応するプロファ
イルから、前記装置に依存しない色データを決定するステップを包含する、請求項１に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｄ５０照明光をシミュレートするように設計された蛍光灯のような不完全な
標準照明光の効果をシミュレートするために、現存する正確なディスプレイプロファイル
を調整することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　（昼光のシミュレーションのためのＤ５０標準のような）昼光の振る舞いを模擬するよ
うに設計された蛍光灯は、照明に対する国際規格、例えばＩＳＯ３６６４の要件に従う。
これらの標準は、ハードコピープルーフ作成の要件に対して最適化された。これは、Ｄ５
０標準照明を使用している計算が、色が合致することを予測したら、インクジェットプル
ーフ及びプレスシートのような異なる印刷媒体が昼光シミュレータの下で数値的及び視覚
的に合致しなければならないことを意味する。
【０００３】
　これら標準は、Ｄ５０シミュレータのためのＤ５０の絶対的シミュレーションに関して
は、それほど厳密ではない。例えば、インクジェットプリンタ及びプリンティングプレス
で印刷された濃淡の無い黄色は、特定のＤ５０シミュレータに対しては、緑の方向に５Δ
Ｅだけシフトされ得る。その照明光は、２つの色の間の差が小さい限りは、依然としてＤ
５０に対する許容可能な近似とみなされるであろう。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開２００６／０１８１７２３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　Ｄ５０の相対的シミュレーション対絶対的シミュレーションに基づく蛍光灯のこの特性
は、ディスプレイを、Ｄ５０シミュレータで見られた印刷されたイメージに合致させよう
と試みるときに問題になる。この場合、ディスプレイは、理論的なＤ５０で見られた色を
シミュレートするために、キャリブレーションされ且つプロファイリングされる。Ｄ５０
に対するΔＥの合致は、絶対的な意味で非常に正確になされることができる。Ｄ５０シミ
ュレータが、実際のところＤ５０からスペクトル的に著しく異なっていて、絶対的な色の
レンダリングに顕著なシフトをもたらす結果となったら、Ｄ５０シミュレータにおける印
刷イメージとディスプレイ上のイメージとの間に顕著な差が存在するであろう。
【０００６】
　そのような達成目標（チャレンジ）に注意を払うものにとって、照明のスペクトルを測
定し、ＸＹＺ及びＣＩＥＬＡＢの値を再計算し、印刷されたカラー媒体の特徴付けのため
に新しいＩＣＣプロファイルを生成することによって、この問題を克服することが可能で
ある。このアプローチの達成目標は、全てのプロファイルが、その視野環境、ならびにパ
ントン（登録商標）色ライブラリのリストのような各々の命名された色に対するＣＩＥＬ
ＡＢ値のリストを典型的に含むスポット色のデータベースに対して、そのように生成され
なければならないことである。このアプローチは、将来的には便利であるかもしれないが
、理論的なＤ５０照明でＣＩＥＬＡＢに対して最適化された現在の色管理インフラストラ
クチュアでは、便利ではない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ソフトプルーフを標準照明とは異なる非標準照明の下で見たハードコピープ
ルーフと比較するときに、照明の効果を補償する方法である。図１に示されているように
、本方法は、印刷色のセットに対して、標準照明に対応する装置に依存しない色データを
獲得するステップ（１１０）と、その印刷色のセットに対して、非標準照明に対応する装
置に依存しない色データを獲得するステップ（１２０）と、を包含する。本方法はさらに
、標準照明に対応する装置に依存しない色データ及びディスプレイに対応する色データか
ら構築されたディスプレイプロファイルを使用して印刷色のセットをディスプレイにレン
ダリングするときに、ディスプレイ上で測定されるべき第１の装置に依存しない色データ
を各色に対して推定するステップ（１３０）と、ディスプレイプロファイルが調整された
ら、ディスプレイ上で測定されるべき第２の装置に依存しない色データを推定するステッ
プ（１４０）と、標準照明に対応する印刷色に対して、第２の装置に依存しない色データ
と装置に依存しない色データとの間の差を計算するステップ（１５０）と、差を低減する
ようにディスプレイプロファイルを調整するステップ（１６０）と、を包含する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ソフトプルーフを第１の照明の下で見たハードコピープルーフと比較するときに
、照明の効果を補償する方法を示す流れ図である。
【図２】調整されたＲＧＢプロファイルを決定して非標準照明の効果をシミュレートする
ためのプロセッサを示す図である。
【図３】ソフトプルーフを第１の照明の下で見たハードコピープルーフと比較するときに
、照明の効果を補償する詳細な方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、ソフトプルーフを標準照明とは異なる非標準照明の下で見たハードコピープ
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ルーフと比較するときに、照明の効果を補償する方法である。図１に示されているように
、本方法は、印刷色のセットに対して、標準照明に対応する装置に依存しない色データを
獲得するステップ（１１０）と、その印刷色のセットに対して、非標準照明に対応する装
置に依存しない色データを獲得するステップ（１２０）と、を包含する。本方法はさらに
、標準照明に対応する装置に依存しない色データ及びディスプレイに対応する色データか
ら構築されたディスプレイプロファイルを使用して印刷色のセットをディスプレイにレン
ダリングするときに、ディスプレイ上で測定されるべき第１の装置に依存しない色データ
を各色に対して推定するステップ（１３０）と、ディスプレイプロファイルが調整された
ら、ディスプレイ上で測定されるべき第２の装置に依存しない色データを推定するステッ
プ（１４０）と、標準照明に対応する印刷色に対して、第２の装置に依存しない色データ
と装置に依存しない色データとの間の差を計算するステップ（１５０）と、差を低減する
ようにディスプレイプロファイルを調整するステップ（１６０）と、を包含する。
【００１０】
　標準照明に対応する装置に依存しない色データは、印刷色のセットにおける各印刷色に
対して反射率スペクトルを決定し、標準照明及び第１の照明を使用して装置に依存しない
色データを計算することによって、獲得されることができる。第２の照明に対する装置に
依存しない色データは、直接放射スペクトル測定から計算されることができる。装置に依
存しない色データは、標準照明又は第１の照明のいずれかに対応するプロファイルから決
定されることができる。
【００１１】
　ある実施形態では、本発明は、上記の問題を、ディスプレイに対してカラーイメージを
レンダリングするために使用されるＲＧＢ　ＩＣＣプロファイルの最適化された調整を介
して克服することを提案する。本方法は、図２に示されるプロセッサシステムを使用して
実行され、ここでは、プロセッサ２４０は、例えば、ＸＹＺD50データ２１０、ＸＹＺD50

 Simulationデータ２２０、及びＲＧＢディスプレイプロファイル２３０を使用して、調
整されたＲＧＢプロファイルを計算し、第１の照明の効果をシミュレートして、照明光源
が調整されたＲＧＢディスプレイプロファイル２５０を出力する。
【００１２】
　この方法は、図３に詳細に示されているように、以下のようなものである。
－Ｄ５０又は何らかの他の選択された参照照明光源に対する標準反射測定装置を使用して
、印刷された色のセットに対するＣＩＥＬＡＢ（又は他の比色データ）又はスペクトル反
射率データを測定する（３１０）。
－Ｄ５０シミュレータの下で放射的に同じ色を測定する（３２０）か、又は、上記のステ
ップでそのように測定されたときには、Ｄ５０シミュレータのスペクトルにスペクトル反
射率を乗算することによって、期待される放射測定値を計算する。
－各色に対して、放射ＸＹＺデータをスケーリングし（３２５）、最も白い色の反射及び
放射データを比較し且つ最も白い色サンプルに対するＸＹＺreflective／ＸＹＺemissive

を各ＸＹＺemissiveに乗算することによって、ＣＩＥＬＡＢを計算する。
－そのディスプレイに対して、ＲＧＢをＸＹＺに及びＸＹＺをＲＧＢに正確に変換するデ
ィスプレイプロファイルを特定する（３３０）。
－そのディスプレイプロファイルを調整する（３４０）。
－調整されたディスプレイプロファイルを使用して、ＸＹＺD50の各値をＲＧＢdisplayに
変換する（３５０）。
－未調整ディスプレイプロファイルでＲＧＢdisplayをＸＹＺAdjに変換する（３６０）。
－ＸＹＺAdjとＸＹＺD50 Simulationとの間の差を計算する（３７０）。
－ＸＹＺAdjとＸＹＺD50 Simulationとの間の差が所定の差よりも小さいかどうかを判定
する（３８０）。
－この差が所定の差よりも小さければ、そのときには、調整されたＲＧＢディスプレイプ
ロファイルを出力してセーブし、そうでなければ、上記の（３４０）に戻る。
－ＸＹＺ'emissive及びＸＹＺreflectiveが許容可能な公差の範囲内になるまで、上記の
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プロセスを続ける。
－調整されたＲＧＢプロファイルを出力して照明光源の効果をシミュレートする（３９０
）。
【００１３】
　上記のステップ（３５０、３６０、及び３７０）は、あたかも色管理を使用して実行さ
れているかのように色をディスプレイのＲＧＢ値に変換し、それから正確な未調整のプロ
ファイルを使用して、調整の測定されたインパクトを推定することによって、ＲＧＢプロ
ファイルの改変のインパクトを決定する。これは好ましくは、知覚的に一様な色空間にお
ける所定の値より低く誤差を低減するために、ＸＹＺ'emissive及びＸＹＺreflectiveを
ＣＩＥＬＡＢ'emissive及びＣＩＥＬＡＢreflectiveに変換することによって達成される
べきである。差低減プロセスに対する自動化されたアプローチは、色のサンプルセットに
対するＣＩＥＬＡＢ'emissive及びＣＩＥＬＡＢreflectiveの間のΔＥ差の二乗の和のよ
うなコスト関数を定義し、そのコスト関数を、ＲＧＢディスプレイプロファイルを規定す
るパラメータを調整することによって、所定の値より低く低減することである。パウエル
の方法のような良く知られた方法が、コスト関数の自動反復誤差低減を実行するために使
用されることができる。
【００１４】
　本発明の一つの実施形態では、ステップ３１０又は３２０が、標準Ｄ５０照明又はシミ
ュレートされたＤ５０照明を使用して計算されたＬ*ａ*ｂ*の値を使用して構築された印
刷色に対するプロファイルを使用することによって、及び各ＣＭＹＫ色値をＸＹＺreflec

tive及びＸＹＺemissiveに変換することによって実行され、それによって、ステップ３１
０及び３２０の結果をシミュレートする。
【００１５】
　ＲＧＢプロファイルに対する調整に関して、大抵のＤ５０シミュレータの効果は、各Ｒ
ＧＢチャンネルに対する色度ｘ、ｙの値を調整することによって、有彩色に対して取り扱
われることができる。さらなる改良は、共通して譲渡された米国特許出願についての米国
特許出願公開第２００６／０１８１７２３号明細書（エッジ）に記載されているように、
ＲＧＢ全域の６つのＲＧＢＣＭＹ頂点に対する選択的な調整を実行することによって、達
成されることができる。最近のテストでは、色度のみを調整することによって約１～1.5
ΔＥの精度が達成され、ＲＧＢプロファイルのＲＧＢＣＭＹ頂点をさらに調整することに
よってほぼ零誤差が達成された。
【００１６】
　スペクトル測定装置はしばしば分解能で制限されるので、Ｄ５０照明下の色の見え方と
Ｄ５０シミュレータからの照明下のものとの間のΔＥ差の実際の大きさは、色の方向にお
いては正しいが、大きさにおいては過小評価され得る。例えば、ディスプレイプロファイ
ルの調整の実行に先立って、視覚的な差の真の大きさを獲得するために、乗算係数を使用
してΔＬ*、Δａ*、Δｂ*などにおける全ての差を増すことができる。実際のテストでは
、全ての差を２倍することで、実際のＤ５０照明を使用するものに対して、近似された又
はシミュレートされたＤ５０照明を使用した真のインパクトが正確に獲得されることが見
出された。
【符号の説明】
【００１７】
　１１０　標準照明に対する装置に依存しない色データの獲得、１２０　非標準照明に対
する装置に依存しない色データの獲得、１３０　ディスプレイ上で測定されるべき第１の
装置に依存しない色データの推定、１４０　ディスプレイプロファイルが調整されたら、
ディスプレイ上で測定されるべき第２の装置に依存しない色データの推定、１５０　第２
の装置に依存しない色データと装置に依存しない色データとの間の差の計算、１６０　差
を低減するためのディスプレイプロファイルの調整、２１０　ＸＹＺD50データ、２２０
　ＸＹＺD50 Simulationデータ、２３０　ＲＧＢディスプレイプロファイル、２４０　プ
ロセッサ、２５０　照明光源が調整されたＲＧＢディスプレイプロファイル、３１０　Ｃ
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ＩＥＬＡＢデータの測定、３２０　同じ色の放射的な測定、３３０　ディスプレイプロフ
ァイルの特定、３４０　ディスプレイプロファイルの調整、３５０　ＸＹＺD50の各値を
ＲＧＢdisplayへの変換、３６０　未調整プロファイルでＲＧＢdisplayのＸＹＺAdjへの
変換、３７０　ＸＹＺAdjとＸＹＺD50 Simulationとの間の差の計算、３８０　ＸＹＺAdj

とＸＹＺD50 Simulationとの間の差が所定の差よりも小さいかどうかを判定、３９０　調
整されたＲＧＢプロファイルを出力して照明光源の効果をシミュレート。
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